
 名古屋大学高等教育研究センター 第 120回招聘セミナー  

教学 IRの開発へのアプローチ 
－リサーチ・クエスチョンの重要性に焦点をあてて－ 

鳥居 朋子 氏 （立命館大学教育開発推進機構・教授） 
川那部 隆司 氏 （立命館大学教育開発推進機構・准教授） 

講演概要 近年、日本の大学において教学領域に焦点をあてた IRの開発が進んでいる。ただし、

単に手元にあるデータを分析しただけでは、最終目的である学習・教育の改善および質

の向上には結びつかない。そこには、調査設計、データ収集、分析、結果の解釈といっ

た各段階において重要な軸となるリサーチ・クエスチョンの設定という作業が前提とし

て必要となる。本セミナーでは講演とワークショップをおりまぜた形式により、大学の

教学 IRの開発に向けて、適切なリサーチ・クエスチョンの設定のあり方について議論す

る機会としたい。 

2013年 11月 22日（金） 16:00－18:00  
場所：名古屋大学 東山キャンパス 全学教育棟本館 3F C36講義室 
定員：40名（定員に達し次第、締め切ります） 
 
お問合せ・申込み先：info@cshe.nagoya-u.ac.jp   Tel: 052-789-5696 
申込みにあたって、氏名、所属、連絡先メールアドレスを本文に記載願います。 
 
申込み締切：11月 18日（月） 
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